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岡野組が
栄誉の受賞

優
れ
た
技
術
で
配
水
管
改
良

　
柏
市
水
道
部
は
25
日
、
２
０

２
１
年
度
優
良
建
設
工
事
表
彰

式
を
水
道
部
庁
舎
３
階
応
接
室

で
執
り
行
い
、「
配
水
管
改
良
工

事
（
30
―
37
―
２
）
」
を
優
れ

た
技
術
力
に
よ
り
完
成
さ
せ
た

㈱
岡
野
組
お
よ
び
同
社
現
場
代

理
人
の
菊
嶋
光
氏
を
た
た
え
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
成
嶋
正

俊
・
水
道
事
業
管
理
者
は
「
表

彰
は
、
常
日
頃
か
ら
真し

ん

摯し

に
水

道
の
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
の
表
れ
。
今
後
も
、
技

術
の
研
さ
ん
、
あ
る
い
は
施
工

管
理
の
面
で
工
夫
し
て
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
他
の
工
事
・
業

者
の
見
本
と
な
る
よ
う
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

　
㈱
岡
野
組
の
岡
野
浩
二
代
表

取
締
役
は「
今
後
も
引
き
続
き
、

安
全
な
工
事
と
さ
ら
な
る
技
術

の
向
上
に
努
め
、
地
元
企
業
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼

さ
れ
、
市
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
」
と
の
決
意
を
語
っ
た
。

　
式
典
後
、
意
見
交
換
の
場
が

設
け
ら
れ
、
受
賞
工
事
に
お
け

る
苦
労
を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、

災
害
対
応
、
週
休
２
日
制
、
担

い
手
不
足
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
日
ご
ろ
か
ら
市
の
水
道
事
業

に
対
し
、
質
の
高
い
施
工
等
に

よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
優
良
建
設
工
事
表
彰
制
度
は

２
０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
施
工
技
術
の
向
上
や
育
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昨
年
度
に
完
成
し

た
工
事
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
表
彰
対
象
と
し
て
選
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。表
彰
は
、

常
日
頃
か
ら
真し

ん

摯し

に
水
道
の
仕

事
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、技
術
の
研
さ
ん
、あ

る
い
は
施
工
管
理
の
面
で
工
夫

し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

他
の
工
事
・
業
者
の
見
本
と
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
技
術
者
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
周
辺

対
策
や
安
全
管
理
に
真し

ん

摯し

に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
社
員
の
皆

さ
ま
方
の
ご
活
躍
、
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

柏
市
水
道
部

種
苗
生
産
研
究
所
の
整
備

パ
シ
コ
ン
で
基
本
設
計

富
津
に
マ
ダ
イ
飼
育
施
設

県農林水産部漁業資源課

ル
ス
感
染
症
の
影
響
、
平
準
化

な
ど
に
つ
い
て
触
れ
た
。

　
成
嶋
管
理
者
は
「
地
震
は
も

と
よ
り
、
断
水
や
老
朽
管
に
不

具
合
が
生
じ
た
際
に
は
、
業
者

の
方
々
の
協
力
を
得
な
い
と
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と

話
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
岡
野

21年度 優良建設工事表彰式

　
本
日
こ
こ
に
、
柏
市
水
道
部
優
良

建
設
工
事
の
請
負
者
お
よ
び
技
術
者

と
し
て
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ

と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
柏
市

の
建
設
業
全
体
の
誇
り
で
も
あ
り
ま

す
。

　
水
道
工
事
を
含
め
た
建
設
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳
し
い
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
の
受
賞

は
私
た
ち
企
業
に
勇
気
と
自
信
を
も

た
ら
し
、
大
き
な
励
み
と
な
り
、
さ

ら
に
先
へ
進
む
活
力
を
い
た
だ
け
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
頻
発
す
る
地
震
や
渇
水
な

ど
に
伴
い
地
域
の
建
設
業
の
使
命
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
栄

誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
引

き
続
き
安
全
な
工
事
と
さ
ら
な
る
技

術
の
向
上
に
努
め
、
地
元
企
業
と
し

て
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、

市
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
管
理
者
を
は
じ
め
職
員

の
皆
さ
ま
に
、一
層
の
ご
指
導
、ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

あ
い
さ
つ�

水
道
事
業
管
理
者

成
嶋
正
俊
氏

謝
辞

株
式
会
社
岡
野
組

代
表
取
締
役

岡
野
浩
二
氏

配水管改良工事（30―37―２）� 株式会社 岡野組／監理技術者 菊嶋光氏

代
表
取
締
役
は
「
常
に
出
動
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
応

じ
た
。

　
表
彰
は
、
市
内
建
設
業
者
の

工
事
施
工
技
術
の
向
上
お
よ
び

育
成
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、市
水
道
部
が
発
注
し
、

20
年
度
に
完
成
し
た
建
設
工
事

34
件
の
う
ち
、
請
負
金
額
５
０

０
万
円
以
上
の
優
良
な
工
事
を

表
彰
対
象
と
し
て
選
定
し
た
。

■�

工
事
場
所
＝
豊
四
季
１
７
４
～
２
０
９
ほ
か
９
か

所
■�

工
期
＝
２
０
１
８
年
10
月
26
日
～
20
年
11
月
30
日

■
請
負
金
額
＝
２
億
６
０
８
９
万
円

■
工
事
成
績
の
評
価
点
＝
81
点

■�

工
事
概
要
＝
小
口
径
泥
土
圧
推
進
67
・
７
ｍ
、
配

水
管
布
設
（
φ
50
～
３
５
０
㎜
）
８
６
４
・
１
ｍ
、

弁
類
設
置
21
か
所
、
消
火
栓
設
置
４
か
所
、
給
水

管
布
設
77
か
所
、
舗
装
４
０
６
９
㎡
、
仮
配
管
１

式
、
機
械
ボ
ー
リ
ン
グ
１
か
所

完成

施行状況

■
表
彰
理
由

〈
企
業
〉
東
武
鉄
道
の
踏
切
軌
道
下
で
の
推
進
管
施

工
に
際
し
、試
掘
に
よ
り
、平
面
お
よ
び
縦
断
方
向
に

変
化
す
る
既
存
水
道
管
、
残
置
さ
れ
た
土
留
め
材
、

東
電
埋
設
管
な
ど
の
位
置
を
把
握
。さ
ら
に
、ト
ー
タ

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
平
面
座
標
の
測
量
結
果

を
施
工
図
面
に
反
映
さ
せ
、
現
況
を
詳
細
に
踏
ま
え

た
施
工
計
画
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
手
戻
り
無

く
工
事
を
完
了
さ
せ
た
。夜
間
施
工
区
間
に
お
い
て
、

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
の
新
技
術
を
使
っ
た
高
輝
度
照
明

お
よ
び
電
光
表
示
板
を
使
用
。
十
分
な
明
る
さ
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
確
保
へ
寄
与
し
た
。

〈
技
術
者
〉
設
計
段
階
で
使
用
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
デ

ー
タ
と
現
地
の
状
況
が
整
合
し
な
い
た
め
、
立
坑
の

工
法
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
数
種
の
土
留

め
方
法
お
よ
び
地
盤
改
良
方
法
を
比
較
検
討
し
、
現

地
の
状
況
を
加
味
し
て
施
工
方
法
の
提
案
を
行
っ

た
。
既
設
管
の
切
断
作
業
に
お
い
て
、
油
圧
式
の
破

断
機
を
用
い
る
こ
と
で
騒
音
軽
減
に
寄
与
し
た
。
大

型
車
両
の
通
行
量
が
多
い
県
道
部
で
は
、
舗
装
の
仮

復
旧
箇
所
が
沈
下
し
段
差
が
で
き
る
た
び
に
手
直
し

を
行
い
、
振
動
・
騒
音
の
低
減
に
努
め
た
。

　
種
苗
生
産
研
究
所
勝
浦
生
産

開
発
室
（
勝
浦
市
）
と
種
苗
生

産
研
究
所
富
津
生
産
開
発
室

（
富
津
市
）
を
対
象
に
、
施
設

の
再
編
整
備
に
向
け
た
基
本
設

計
を
ま
と
め
る
。
勝
浦
生
産
開

発
室
の
マ
ダ
イ
の
種
苗
生
産
を

富
津
生
産
開
発
室
に
移
転
す
る

た
め
、
富
津
生
産
開
発
室
に
新

た
に
マ
ダ
イ
の
飼
育
施
設
を
整

備
す
る
。
飼
育
池
は
10
面
を
計

画
。

　
同
事
業
で
は
、
20
年
度
に
▽

種
苗
生
産
研
究
所
勝
浦
生
産
開

発
室
（
勝
浦
市
）
▽
種
苗
生
産

研
究
所
富
津
生
産
開
発
室
（
富

津
市
）
▽
水
産
振
興
公
社
白
浜

事
業
所
（
南
房
総
市
）

―
の

３
か
所
を
対
象
に
、
基
礎
調
査

を
実
施
。
各
施
設
の
現
況
調
査

を
行
い
、
劣
化
・
老
朽
度
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
。
基
礎
調
査

は
海
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
東
京
都
台
東
区
台
東
東
４
―

28
―
11
）
が
担
当
し
た
。

　
18
年
度
に
ま
と
め
た
「
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
施
設
の
再

編
整
備
計
画
」
で
は
、
富
津
生

産
開
発
室
に
マ
ダ
イ
の
種
苗
生

産
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も

　
県
農
林
水
産
部
水
産
局
漁
業
資
源
課
は
、

「
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
再
編
整
備
種

苗
生
産
研
究
所
基
本
設
計
業
務
」
を
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
千
葉
事
務

所
・
千
葉
市
中
央
区
新
町
１
―
17
）
に
委

託
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
25
日
に
開
札
し

た
指
名
競
争
入
札
に
３
者
が
応
札
し
、
同

社
が
予
定
価
格
５
６
６
１
万
円
（
消
費
税

抜
き
）
に
対
し
４
６
４
９
万
円
（
同
）
で

落
札
し
た
。
調
査
基
準
価
格
は
４
５
０
４

万
円
（
同
）
だ
っ
た
。
工
期
は
２
０
２
２

年
２
月
28
日
ま
で
。

に
、
現
在
の
管
理
棟
お
よ
び
種

苗
生
産
施
設
に
つ
い
て
、
機
能

が
維
持
で
き
る
よ
う
必
要
な
修

繕
を
行
う
こ
と
と
し
た
。ま
た
、

勝
浦
生
産
開
発
室
に
関
し
て

は
、
マ
ダ
イ
親
魚
養
成
や
ヒ
ラ

メ
の
中
間
育
成
の
業
務
を
行
え

る
よ
う
、
大
規
模
改
修
な
ど
長

寿
命
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と

し
た
。

　
勝
浦
生
産
開
発
室
の
主
な
施

設
は
▽
管
理
棟
（
Ｒ
Ｃ
造
２
階

建
て
６
３
９
㎡
）
▽
マ
ダ
イ
・

ア
ユ
棟
（
Ｓ
造
平
屋
建
て
１
７

９
１
㎡
）
▽
ヒ
ラ
メ
棟
（
Ｓ
造

屋
平
屋
建
て
２
０
４
８
㎡
）
▽

稚
魚
養
成
棟
（
Ｓ
造
平
屋
建
て

４
１
３
㎡
）▽
機
械
作
業
棟（
Ｓ

造
平
屋
建
て
５
９
４
㎡
）な
ど
。

　
ま
た
、
富
津
生
産
開
発
室
の

主
な
施
設
は
▽
管
理
棟
（
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
８
３
６
・
20
㎡
）

▽
魚
類
飼
育
棟
（
Ｓ
造
ス
レ
ー

ト
平
屋
建
て
１
３
０
６
・25
㎡
）

▽
親
魚
産
卵
ふ
化
飼
育
棟
（
Ｓ

造
ス
レ
ー
ト
平
屋
建
て
１
１
５

５
㎡
）
▽
ク
ロ
ダ
イ
・
ガ
ザ
ミ

棟
（
Ｓ
造
ス
レ
ー
ト
平
屋
建
て

１
５
３
２
・
52
㎡
）
▽
飼
料
培

養
作
業
棟
（
Ｓ
・
Ｒ
Ｃ
造
平
屋

建
て
１
３
５
８
・
07
㎡
）
▽
機

械
棟
（
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
２
８

３
・
45
㎡
）
▽
倉
庫
棟
（
Ｓ
造

ス
レ
ー
ト
平
屋
建
て
２
７
５
・

63
㎡
）
▽
車
庫
（
Ｓ
造
ス
レ
ー

ト
平
屋
建
て
68
㎡
）
―
な
ど
。

　
袖
ケ
浦
市
は
25
日
、
２
０
２
１
年
度
優

秀
建
設
工
事
表
彰
式
を
市
役
所
３
階
市
長

室
で
執
り
行
い
、
㈱
シ
バ
サ
キ
建
設
と
増

栄
産
業
㈱
を
た
た
え
た
。
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
粕
谷
智
浩
市
長
は
「
21
年
は
市
制
施

行
か
ら
30
年
と
い
う
節
目
の
年
。
両
社
に

施
工
し
て
い
た
だ
い
た
工
事
は
、
市
の
発

展
の
象
徴
と
も
い
え
る
、
袖
ケ
浦
駅
海
側

地
区
の
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
。
今
後
と

　
㈱
網
代
工
務
店
の
網
代
智
輝

・
代
表
取
締
役
が
24
日
午
後
11

時
30
分
、
病
気
療
養
中
の
と
こ

ろ
死
去
し
た
。
61
歳
だ
っ
た
。

通
夜
は
29
日
午
後
６
時
、
告
別

式
は
30
日
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
安
房
郡
鋸
南
町
下
佐
久
間

９
０
８
│
５
の
十
全
社
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
鋸
南
店
（
電
話
０

４
７
０
│
50
│
０
４
４
４
）
。

喪
主
は
網
代
圭
佑
氏
。

訃
報

網
代
智
輝
社
長
が
死
去

網
代
工
務
店

シバサキと増栄が受賞の栄

種
苗
生
産
研
究
所
勝
浦
生
産

開
発
室

　
館
山
市
総
務

部
管
財
契
約
課

は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
規
定

を
改
正
し
、
７

月
１
日
以
降
に

公
告
す
る
入
札

に
適
用
す
る
。

　
建
設
業
法
に

合
わ
せ
て
「
土

木
」
と
「
建
築
」

の
表
記
を
「
土

木
一
式
」
と
「
建
築
一
式
」
に

変
更
。
ま
た
、
「
土
木
一
式
」

Ｂ
等
級
の
制
限
基
準
を
「
２
５

０
０
万
円
未
満
」
か
ら
「
５
０

０
０
万
円
未
満
」に
拡
大
す
る
。

も
、
市
政
発
展
の
た
め
に
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
引
き
続
き
の
協

力
を
要
請
し
た
。

　
表
彰
は
、
市
内
の
建
設
業
者
の
意
欲
を

増
進
さ
せ
、
施
工
技
術
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
18
年
４
月
に
創
設

し
、
今
回
で
３
回
目
と
な
る
。
「
優
秀
建

設
工
事
」
の
対
象
は
、
昨
年
度
に
完
成
し

た
設
計
金
額
５
０
０
万
円
以
上
か
つ
工
事

成
績
評
定
点
80
点
以
上
の
も
の
。た
だ
し
、

表
彰
対
象
年
度
に
お
い
て
該
当
工
事
が
な

い
場
合
に
は
、
成
績
評
定
点
が
75
点
以
上

の
建
設
工
事
の
う
ち
、
第
１
順
位
を
「
優

良
建
設
工
事
」
と
し
て
表
彰
す
る
。

表
彰
対
象

　
〔
▽
受
賞
者
＝
①
工
事
名
②
現
場
代
理

人
③
契
約
金
額
〕

　
▽
㈱
シ
バ
サ
キ
建
設
＝
①
橋
梁
下
部
工

事
（
都
市
計
画
道
路
高
須
箕
和
田
線
（
南

袖
延
伸
）
）
②
竹
谷
亮
志
氏
③
２
億
７
１

１
５
万
円

　
▽
増
栄
産
業
㈱
＝
①
袖
ケ
浦
駅
海
側
地

区
近
隣
公
園
整
備
工
事
（
そ
の
３
）
②
高

木
勝
央
氏
③
４
２
５
０
万
７
３
０
０
円

土木Ｂ等級拡大
入札審査規定改正

館
山
市

21年度 袖ケ浦市建設工事表彰式

市
の
発
展
の
象
徴

四街道市／公園施設の
長寿命化計画策定委託

2

きょうの
紙 面

公
告

県銚子土木／社資総銚
子バイパス道路改良工公

共

香取広域／廃棄物施設
候補地は伊地山の8.8ha 公

告

大寺浄水場特高受変電
所耐震化基本計画策定 公

告

東京医科歯科大学国府
台校舎棟外壁等改修工 入

札

船橋市／大穴北小と若
松小の外壁剥落防止等公

共 2 6 5 5 4


